
令和７年度

菊川市多文化共生に関する市民アンケート

報　告　書

令和８年３月

菊川市



１．調査時期

令和７年１２月１日～令和７年１２月３１日

２．調査対象区域

菊川市全域

３．調査対象

菊川市に居住する１６歳以上の市民１000人（住民基本台帳より無作為抽出）

４．調査方法

郵送配布、郵送又はオンライン回収。

５．回収状況

（1） 配布数 １０００通
（2） 回収数 ３４６通
（3） 回収率 ３４．６%
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属性

①性別

人数 構成比
155 44.8%
190 54.9%

1 0.3%
0 0.0%

346 100.0%

②  年齢

人数 構成比
17 4.9%
34 9.8%
55 15.9%
44 12.7%
81 23.4%

107 30.9%
8 2.3%
0 0.0%

346 100.0%

③  地区（行政区）

人数 構成比
29 8.4%
21 6.1%
53 15.3%
26 7.5%
20 5.8%
62 17.9%
37 10.7%
34 9.8%
18 5.2%
23 6.6%
22 6.4%
1 0.3%

346 100.0%

選択項目
男
女

その他
無回答

　計

選択項目
10歳代
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代

70歳代以上
無回答

　計

選択項目
西方
町部
加茂
内田
横地
六郷
河城
平川
嶺田

小笠南
小笠東
無回答

　計

男, 44.8%

女, 54.9%

その他, 0.3% 無回答, 0.0%

①性別

男

女

その他

無回答

10歳代, 4.9%

20歳代, 9.8%

30歳代, 15.9%

40歳代, 12.7%
50歳代, 23.4%

60歳代, 30.9%

70歳代以上, 2.3%

無回答, 0.0%

②  年齢

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

無回答

西方, 8.4%
町部, 6.1%

加茂, 15.3%

内田, 7.5%

横地, 5.8%

六郷, 17.9%

河城, 10.7%

平川, 9.8%

嶺田, 5.2%

小笠南, 6.6%

小笠東, 6.4%
無回答, 0.3%

③  地区
（行政区）

西方

町部

加茂

内田

横地

六郷

河城

平川

嶺田

小笠南

小笠東

無回答
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④  結婚の有無

選択項目 人数 構成比
69 19.9%

248 71.7%
27 7.8%
2 0.6%

346 100.0%

⑤  ④で既婚の方の就業形態(パート、アルバイト等を含む)

選択項目 人数 構成比

172 69.4%
50 20.2%
23 9.3%
3 1.2%

248 100.0%

⑥  家族の構成

選択項目 人数 構成比
25 7.2%
72 20.8%

116 33.5%
65 18.8%
18 5.2%
30 8.7%
12 3.5%
6 1.7%
2 0.6%

346 100.0%

未婚
既婚（事実婚を含む）
離別又は死別
無回答
合計

共に働いている
片方だけ働いている
共に働いていない
無回答
　計

一人暮らし
夫婦のみ
2世代家族(子どもと)
2世代家族(親と)
3世代家族（祖父母・親と）
3世代家族（親・子どもと）
3世代家族（子ども・孫と）
その他
無回答
　計

未婚, 19.9%

既婚（事実婚を含
む）, 71.7%

離別又は死別, 7.8% 無回答, 0.6%

④  結婚の

    有無

未婚

既婚（事実婚を含
む）

離別又は死別

無回答

共に働いている, 
69.4%

片方だけ働いてい
る, 20.2%

共に働いていない, 
9.3% 無回答, 1.2%

⑤  ④で既婚の方

の就業形態

(パート、アルバイト

等を含む)

共に働いている

片方だけ働いてい
る

共に働いていない

無回答

一人暮らし, 7.2%

夫婦のみ, 20.8%

2世代家族(子ども
と), 33.5%

2世代家族(親と), 
18.8%

3世代家族（祖父母・
親と）, 5.2%

3世代家族（親・子ど
もと）, 8.7%

3世代家族（子ども・
孫と）, 3.5% その他, 1.7% 無回答, 0.6%

⑥  家族の
   構成

一人暮らし

夫婦のみ

2世代家族(子どもと)

2世代家族(親と)

3世代家族（祖父母・親
と）
3世代家族（親・子どもと）

3世代家族（子ども・孫と）

その他
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⑦  子供の有無と一番下の子供の階層

人数 構成比
48 13.9%

23 6.6%

10 2.9%
18 5.2%
18 5.2%

125 36.1%
97 28.0%
7 2.0%

346 100.0%

⑧  職業

選択項目 人数 構成比
農業の自営業主 7 2.0%
農業の家族従事者 4 1.2%
商工サービス業の自営業主 7 2.0%
商工サービス業の家族従事者 4 1.2%
1～4以外の自由業 2 0.6%
会社員・公務員 165 47.7%
パート・アルバイト 69 19.9%
その他の職業 9 2.6%
専業主婦・専業主夫 22 6.4%
学生 18 5.2%
無職 37 10.7%
無回答 2 0.6%

346 100.0%

選択項目
乳幼児

小学生

中学生
高校生
大学生等
学校は卒業した
子どもはいない
無回答
　計

　計

乳幼児, 13.9%

小学生, 6.6%

中学生, 2.9%

高校生, 5.2%

大学生等, 5.2%

学校は卒業した, 
36.1%

子どもはいない, 
28.0%

無回答, 2.0%

⑦  子供の有無
と一番下の
子供の階層

乳幼児

小学生

中学生

高校生

大学生等

学校は卒業した

子どもはいない

無回答

農業の自営業主, 2.0%

農業の家族従事者, 
1.2%

商工サービス業の自
営業主, 2.0%

商工サービス業の家
族従事者, 1.2%

1～4以外の自由業, 
0.6%

会社員・公務員, 47.7%

パート・アルバイト, 
19.9%

その他の職業, 2.6%

専業主婦・専業主夫, 
6.4%

学生, 5.2% 無職, 10.7%

無回答, 0.6%

⑧  職業 農業の自営業主

農業の家族従事者

商工サービス業の自営業主

商工サービス業の家族従事
者
1～4以外の自由業

会社員・公務員

パート・アルバイト

その他の職業

専業主婦・専業主夫

学生
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多文化共生について

（１）あなたは近所の外国人と付き合いはありますか。次の中から１つを選んでください。

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

13 3.8% 1 5.9% 0 0.0% 2 3.6% 1 2.3% 5 6.2% 4 3.7% 0 0.0% 0 0.0%

46 13.3% 5 29.4% 5 14.7% 6 10.9% 9 20.5% 6 7.4% 14 13.1% 1 12.5% 0 0.0%
70 20.2% 1 5.9% 6 17.6% 10 18.2% 9 20.5% 18 22.2% 25 23.4% 1 12.5% 0 0.0%

204 59.0% 9 52.9% 23 67.6% 36 65.5% 25 56.8% 49 60.5% 57 53.3% 5 62.5% 0 0.0%

13 3.8% 1 5.9% 0 0.0% 1 1.8% 0 0.0% 3 3.7% 7 6.5% 1 12.5% 0 0.0%

346 100.0% 17 100.0% 34 100.0% 55 100.0% 44 100.0% 81 100.0% 107 100.0% 8 100.0% 0 100.0%

333 16 34 54 44 78 100 7 0

○すべての年代において、５０％以上の人が「付き合いはまったくない」と回答しており、２０歳代と７０歳代で「親しく付き合っている」と回答した人はいなかった。

総計 １０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳代 無回答

親しく付き合っている
ときどき話す
あいさつをする
付き合いはまったくない
無回答
合計

回答者数（合計－無回答）

選択項目

5.9%

0.0%

3.6%

2.3%

6.2%

3.7%

0.0%

29.4%

14.7%

10.9%

20.5%

7.4%

13.1%

12.5%

5.9%

17.6%

18.2%

20.5%

22.2%

23.4%

12.5%

52.9%

67.6%

65.5%

56.8%

60.5%

53.3%

62.5%

5.9%

0.0%

1.8%

0.0%

3.7%

6.5%

12.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０歳代

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

親しく付き合っている ときどき話す あいさつをする 付き合いはまったくない 無回答
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（２）あなたは外国人とどのような付き合いがありますか。あてはまるものをすべて選んでください。

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
121 27.4% 1 4.3% 17 37.8% 21 27.6% 14 25.5% 31 30.4% 37 28.0% 0 0.0% 0 0.0%

34 7.7% 6 26.1% 7 15.6% 12 15.8% 3 5.5% 3 2.9% 3 2.3% 0 0.0% 0 0.0%

38 8.6% 6 26.1% 6 13.3% 10 13.2% 4 7.3% 8 7.8% 4 3.0% 0 0.0% 0 0.0%

15 3.4% 1 4.3% 2 4.4% 2 2.6% 2 3.6% 3 2.9% 5 3.8% 0 0.0% 0 0.0%

3 0.7% 1 4.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.0% 1 0.8% 0 0.0% 0 0.0%

22 5.0% 0 0.0% 0 0.0% 2 2.6% 5 9.1% 7 6.9% 8 6.1% 0 0.0% 0 0.0%

1 0.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

18 4.1% 0 0.0% 1 2.2% 3 3.9% 4 7.3% 4 3.9% 6 4.5% 0 0.0% 0 0.0%

86 19.5% 4 17.4% 4 8.9% 9 11.8% 13 23.6% 19 18.6% 35 26.5% 2 25.0% 0 0.0%

89 20.2% 4 17.4% 8 17.8% 17 22.4% 9 16.4% 22 21.6% 26 19.7% 3 37.5% 0 0.0%

14 3.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.8% 3 2.9% 7 5.3% 3 37.5% 0 0.0%

441 100.0% 23 100.0% 45 100.0% 76 100.0% 55 100.0% 102 100.0% 132 100.0% 8 100.0% 0 0.0%
427 23 45 76 54 99 125 5 0

○１０歳代では同数で「学校で一緒に勉強している、または教えている（勉強していた、教えていた）」「友人としてつき合っている（つき合っていた）」割合が最も高く、
２０歳～６０歳代では「一緒に働いている（働いていた）」割合が最も高くなっている。

総計 １０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳代 無回答

一緒に働いている

学校で一緒に勉強している、または教
えている（勉強していた、教えていた）

友人としてつき合っている（つき合って
いた）

自分または親せきが外国人と結婚し
て日本に住んでいる（住んでいた）

国際交流グループで一緒に活動して
いる（していた）

こどもの通う学校でのＰＴＡ活動などを
通じて、一緒に活動している（してい
た）

宗教活動（教会など）を通じて、一緒に
活動している（していた）

その他のグループや地域活動に一緒
に参加している（していた）

外国人とあいさつ程度のつき合いは
ある（あった）

外国人の知り合いはいないし、つき合
いを持ったこともない

無回答

合計

回答者数（合計－無回答）

選択項目

4.3%

37.8%

27.6%

25.5%

30.4%

28.0%

0.0%

26.1%

15.6%

15.8%

5.5%

2.9%

2.3%

0.0%

26.1%

13.3%

13.2%

7.3%

7.8%

3.0%

0.0%

4.3%

4.4%

2.6%

3.6%

2.9%

3.8%

0.0%

0.0%

0.0%

2.6%

9.1%

6.9%

6.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.0%

0.0%

0.0%

0.0%

2.2%

3.9%

7.3%

3.9%

4.5%

0.0%

17.4%

8.9%

11.8%

23.6%

18.6%

26.5%

25.0%

17.4%

17.8%

22.4%

16.4%

21.6%

19.7%

37.5%

0.0%

0.0%

0.0%

1.8%

2.9%

5.3%

37.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０歳代

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

一緒に働いている（働いていた） 学校で一緒に勉強している、または教えている（勉強していた、教えていた）
友人としてつき合っている（つき合っていた） 自分または親せきが外国人と結婚して日本に住んでいる（住んでいた）
国際交流グループで一緒に活動している（していた） こどもの通う学校でのＰＴＡ活動などを通じて、一緒に活動している（していた）
宗教活動（教会など）を通じて、一緒に活動している（していた） その他のグループや地域活動に一緒に参加している（していた）
外国人とあいさつ程度のつき合いはある（あった） 外国人の知り合いはいないし、つき合いを持ったこともない
無回答
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（３）あなたは外国人と関わる中で良かったことは何ですか。あてはまるものすべてを選んでください。

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

103 26.8% 9 42.9% 15 38.5% 17 27.9% 12 26.1% 26 27.7% 24 20.7% 0 0.0% 0 0.0%
16 4.2% 1 4.8% 2 5.1% 3 4.9% 1 2.2% 5 5.3% 4 3.4% 0 0.0% 0 0.0%
11 2.9% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 2.2% 2 2.1% 8 6.9% 0 0.0% 0 0.0%
37 9.6% 4 19.0% 5 12.8% 5 8.2% 4 8.7% 13 13.8% 6 5.2% 0 0.0% 0 0.0%

132 34.3% 5 23.8% 11 28.2% 21 34.4% 16 34.8% 31 33.0% 45 38.8% 3 37.5% 0 0.0%
59 15.3% 2 9.5% 6 15.4% 12 19.7% 11 23.9% 12 12.8% 13 11.2% 3 37.5% 0 0.0%
7 1.8% 0 0.0% 0 0.0% 2 3.3% 1 2.2% 2 2.1% 2 1.7% 0 0.0% 0 0.0%

20 5.2% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.6% 0 0.0% 3 3.2% 14 12.1% 2 25.0% 0 0.0%

385 100.0% 21 100.0% 39 100.0% 61 100.0% 46 100.0% 94 100.0% 116 100.0% 8 100.0% 0 100.0%
回答者数（合計－無回答） 365 21 39 60 46 91 102 6 0

○若い年代ほど「外国の文化や言葉に興味を持つようになった」「外国人の友人ができた」の割合が高く、「特にない」の割合が低くなっている。

総計 １０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳代 無回答

外国の文化や言葉に興味を持つようになった

地域や職場のルールを再確認できた

地域行事の参加者や協力者が増えた

外国人の友人ができた

特にない

外国人と関わったことがない

その他
無回答

合計

選択項目

42.9%

38.5%

27.9%

26.1%

27.7%

20.7%

0.0%

4.8%

5.1%

4.9%

2.2%

5.3%

3.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

2.2%

2.1%

6.9%

0.0%

19.0%

12.8%

8.2%

8.7%

13.8%

5.2%

0.0%

23.8%

28.2%

34.4%

34.8%

33.0%

38.8%

37.5%

9.5%

15.4%

19.7%

23.9%

12.8%

11.2%

37.5%

0.0%

0.0%

3.3%

2.2%

2.1%

1.7%

0.0%

0.0%

0.0%

1.6%

0.0%

3.2%

12.1%

25.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０歳代

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

外国の文化や言葉に興味を持つように
なった
地域や職場のルールを再確認できた

地域行事の参加者や協力者が増えた

外国人の友人ができた

特にない

外国人と関わったことがない
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（４）あなたは外国人と付き合う際に、困ったことはありますか。どちらか１つを選んでください。

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

83 24.0% 6 35.3% 5 14.7% 17 30.9% 12 27.3% 16 19.8% 26 24.3% 1 12.5% 0 0.0%
227 65.6% 9 52.9% 28 82.4% 36 65.5% 28 63.6% 61 75.3% 61 57.0% 4 50.0% 0 0.0%
36 10.4% 2 11.8% 1 2.9% 2 3.6% 4 9.1% 4 4.9% 20 18.7% 3 37.5% 0 0.0%

346 100.0% 17 100.0% 34 100.0% 55 100.0% 44 100.0% 81 100.0% 107 100.0% 8 100.0% 0 0.0%
回答者数（合計－無回答） 310 15 33 53 40 77 87 5 0

○どの年代においても「はい」と回答する割合よりも「いいえ」と回答する割合が高くなっている。

総計 １０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳代 無回答

はい

いいえ

無回答

合計

選択項目

35.3%

14.7%

30.9%

27.3%

19.8%

24.3%

12.5%

52.9%

82.4%

65.5%

63.6%

75.3%

57.0%

50.0%

11.8%

2.9%

3.6%

9.1%

4.9%

18.7%

37.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０歳代

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

はい

いいえ

無回答
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（５）どのような場面でどのようなことに困りましたか。

仕事をしていた時の対応（言語等）。

生活習慣が違うこと　コミュニケーションのとり方。

文化の違い、ベースになっている価値観の違い、日本の常識世界の非常識、的な？

言葉　しゅうかんのちがい。

会話の際に日本語がうまく通じないことがあった。

言葉の問題。

日本語で外国人に仕事の内容やルール等説明、教えても伝わっているのか、伝わっていないのかよく分からない。また、外国人の上司から説明、コミュニケーション
があっても、片言の日本語だと理解に苦しむ時があった。

言葉が通じない（仕事のやり方など）。

本根。

言葉である外国語圏の方が住むならば日本語の修得が必須である。旅行者ならまだ良いが。

習慣や考え方の違い。

習慣の違い。

言語の壁。

言葉の壁。英語が話せず、会話が続かなかった。

言葉のコミニュケーション。

生活していく上でのルールが守られないが言葉が通じないことと、解釈が違う。

言葉がわからない。

連絡内容が正しく伝わらなかった。
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言葉のちがい。

言葉の壁を感じた。

2人で話す機会があったがアルバムを見せ合ったりまでは良かったが共通言語（英語or日本語）でのコミュニケーションが上手く取れず私が負担に思ってしまった。

職場では人の事を「おいおい」って呼ぶ。全く気分が悪い。近所ではごみは捨てるしまったく、ルールを守らない。

言葉がわからず、相手の思いを十分に受け止めたり、こちらの伝えたい事を伝えきれない。

宗教。

言葉。

話がうまく伝わらない。

言葉が通じない。

言語。

文化の違い、感性の違い。

多文化共生自体が賛成できない

言葉が全く伝わらない。空気が読めない。マイペース。

マナー。

ことば。

言葉が理解出来ずコミュニケーションが取りづらかった。

言葉（ポルトガル語、スペイン語等）。　通訳が要った。

感性。

言葉や文化、習慣の違い。

自分の思い通りにいかないと脅かすような話をしてきた。（前は軍隊にいたぞ、など）
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言語の不自由。

言葉の壁。英語が話せず、会話が続かなかった。

仕事においては身分が上の立場として接触したことがありませんが、国によっては明確な格付けがされており、理解させるまでが面倒であった。
※友人などで感じたことはありません。

言葉。

仕事内容で細かいことが伝わりにくいこと。

コミュニケーションの取り方が分からない。

中国人の友人で食事がちがうのか自分とちがったマナーで食事をしていてもう一緒に食べたくないと思った。

言葉。

言葉のかべ。

言葉の壁。

曖昧な表現が通じないこと。

お嫁さん来た。親せきのこまり事の相談を受けた。生活の違いでお金にかかわることの違いで悩んでいた。

言葉がわからない時がある。

言葉がうまくつうじない。地域のルールをわかってくれない。

言葉ができなくて互い、気持ちよくつたわらない時があった。

言葉が通じない。

言語の壁。

マナーがなく体臭はきつく自己中心的な外国人が多く日本に来て欲しくなく困っています。

仕事上の付き合い。習慣や常識の違いがストレスを感じる事につながった。
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言葉。

ゴミのポイ捨てや公共の場への落書き。

言語の壁。

言葉が通じない、生活習慣の違い（生理的に苦手）。

言葉。

言葉が通じない。

生活習慣が合わない。近所迷惑であることの認知の差。

小学校のPTA役員の仕事内容の説明ができない、伝わらない。

文化の違い。直接指摘している。

言葉の壁。

日本語が不自由なため、PTA活動で知っていなければならないことが伝わらなかったり、連絡が滞ったりした。

言語の違い。

言葉が違うため意思疎通が難しい。

文化の違いを理由に日本のルールを守らない外国人がいた時。

言葉が通じないため、スマホの翻訳ソフトで話すしかない。

言葉でのコミュニケーションはなんとかとれても、LINEなど読み書きか必要なコミュニケーションツールで困難があった。

言葉の壁。食べられない食材などの自分の認識不足。

言葉のギャップ。

言語。

日本語がうまく伝わらなかったり、時間や提出物にルーズなところがあった。
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（６）外国人が増えることへの影響について、どう思いますか。あてはまるものすべてを選んでください。

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
129 14.8% 9 19.1% 18 20.5% 16 11.5% 18 16.5% 35 17.1% 33 12.5% 0 0.0% 0 0.0%
128 14.7% 6 12.8% 11 12.5% 21 15.1% 20 18.3% 33 16.1% 35 13.2% 2 12.5% 0 0.0%
51 5.9% 3 6.4% 6 6.8% 9 6.5% 2 1.8% 14 6.8% 16 6.0% 1 6.3% 0 0.0%

133 15.3% 8 17.0% 9 10.2% 16 11.5% 13 11.9% 37 18.0% 46 17.4% 4 25.0% 0 0.0%
21 2.4% 1 2.1% 4 4.5% 3 2.2% 0 0.0% 4 2.0% 8 3.0% 1 6.3% 0 0.0%

206 23.7% 9 19.1% 18 20.5% 38 27.3% 24 22.0% 47 22.9% 67 25.3% 3 18.8% 0 0.0%
138 15.9% 9 19.1% 18 20.5% 27 19.4% 19 17.4% 27 13.2% 36 13.6% 2 12.5% 0 0.0%
30 3.5% 0 0.0% 3 3.4% 4 2.9% 9 8.3% 4 2.0% 9 3.4% 1 6.3% 0 0.0%
14 1.6% 1 2.1% 1 1.1% 2 1.4% 2 1.8% 3 1.5% 5 1.9% 0 0.0% 0 0.0%
8 0.9% 0 0.0% 0 0.0% 2 1.4% 2 1.8% 0 0.0% 4 1.5% 0 0.0% 0 0.0%

11 1.3% 1 2.1% 0 0.0% 1 0.7% 0 0.0% 1 0.5% 6 2.3% 2 12.5% 0 0.0%
869 100.0% 47 100.0% 88 100.0% 139 100.0% 109 100.0% 205 100.0% 265 100.0% 16 100.0% 0 0.0%

回答者数（合計－無回答） 858 46 88 138 109 204 259 14 0

○１０歳代～６０歳代では「文化・習慣の違いや言葉の壁によるトラブルが生じる」と回答する割合が最も高くなっており、７０歳代では「労働者不足の解消につなが
る」の割合が最も高くなっている。

総計 １０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳代 無回答

外国の言葉や文化等を知る機会が増える

社会に多様性が生まれる
地域社会や地域経済の活性化につながる

労働者不足の解消につながる
少子高齢化を部分的に緩和できる

文化・習慣の違いや言葉の壁によるトラブルが生じる

地域の環境（治安・風紀等）に悪い影響がある

日本人の働き先や仕事が減る

特に影響はない
その他
無回答
合計

選択項目

19.1%

20.5%

11.5%

16.5%

17.1%

12.5%

0.0%

12.8%

12.5%

15.1%

18.3%

16.1%

13.2%

12.5%

6.4%

6.8%

6.5%

1.8%

6.8%

6.0%

6.3%

17.0%

10.2%

11.5%

11.9%

18.0%

17.4%

25.0%

2.1%

4.5%

2.2%

0.0%

2.0%

3.0%

6.3%

19.1%

20.5%

27.3%

22.0%

22.9%

25.3%

18.8%

19.1%

20.5%

19.4%

17.4%

13.2%

13.6%

12.5%

3.4%

2.9%

8.3%

2.0%

3.4%

6.3%

2.1%

1.1%

1.4%

1.8%

1.5%

1.9%

1.4%

1.8%

1.5%

2.1%

0.7%

0.0%

0.5%
2.3%

12.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０歳代

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

外国の言葉や文化等を知る機会が増える

社会に多様性が生まれる

地域社会や地域経済の活性化につながる

労働者不足の解消につながる

少子高齢化を部分的に緩和できる

文化・習慣の違いや言葉の壁によるトラブルが
生じる
地域の環境（治安・風紀等）に悪い影響がある

日本人の働き先や仕事が減る
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人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
196 18.9% 7 14.6% 19 21.6% 25 15.4% 27 21.1% 50 19.2% 64 19.8% 4 15.4% 0 0.0%
85 8.2% 2 4.2% 7 8.0% 19 11.7% 10 7.8% 21 8.0% 25 7.7% 1 3.8% 0 0.0%

139 13.4% 8 16.7% 14 15.9% 23 14.2% 14 10.9% 30 11.5% 47 14.6% 3 11.5% 0 0.0%
219 21.1% 12 25.0% 18 20.5% 32 19.8% 27 21.1% 54 20.7% 70 21.7% 6 23.1% 0 0.0%
90 8.7% 4 8.3% 4 4.5% 10 6.2% 10 7.8% 26 10.0% 33 10.2% 3 11.5% 0 0.0%
87 8.4% 3 6.3% 10 11.4% 16 9.9% 13 10.2% 26 10.0% 16 5.0% 3 11.5% 0 0.0%

124 12.0% 8 16.7% 8 9.1% 23 14.2% 15 11.7% 26 10.0% 41 12.7% 3 11.5% 0 0.0%
84 8.1% 4 8.3% 8 9.1% 11 6.8% 12 9.4% 25 9.6% 22 6.8% 2 7.7% 0 0.0%
12 1.2% 0 0.0% 0 0.0% 3 1.9% 0 0.0% 3 1.1% 5 1.5% 1 3.8% 0 0.0%

1,036 100.0% 48 100.0% 88 100.0% 162 100.0% 128 100.0% 261 100.0% 323 100.0% 26 100.0% 0 0.0%
回答者数（合計－無回答） 1,024 48 88 159 128 258 318 25 0

（７）地域を外国人ともに暮らしやすい社会にするため、日本人は何をするべきだと思いますか。あてはまるものすべてを選んでください。

○１０歳代、３０歳代～７０歳代では「日本で生活するルールを守るように外国人に呼びかける」と回答する割合が最も高くなっており、２０歳代は「外国人に対する差
別意識をもたないようにする」の割合が高くなっている。

総計 １０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳代 無回答

外国人に対する差別意識をもたないようにする

日本語や日本文化の多様性を日本人が自ら知る努力をする

日本語や日本文化を外国人に学んでもらうようにする

日本で生活するルールを守るように外国人に呼びかける

地域住民との交流や地域の活動に外国人に参加を呼びかける

外国語の言葉や文化を学ぶ
やさしい日本語を使って、外国人にわかるようにコミュニケーションをとる

外国人が自分の言葉や文化を守ることに理解をもつ

無回答
合計

選択項目

14.6%

21.6%

15.4%

21.1%

19.2%

19.8%

15.4%

4.2%

8.0%

11.7%

7.8%

8.0%

7.7%

3.8%

16.7%

15.9%

14.2%

10.9%

11.5%

14.6%

11.5%

25.0%

20.5%

19.8%

21.1%

20.7%

21.7%

23.1%

8.3%

4.5%

6.2%

7.8%

10.0%

10.2%

11.5%

6.3%

11.4%

9.9%

10.2%

10.0%

5.0%

11.5%

16.7%

9.1%

14.2%

11.7%

10.0%

12.7%

11.5%

8.3%

9.1%

6.8%

9.4%

9.6%

6.8%

7.7%

0.0%

0.0%

1.9%

0.0%

1.1%

1.5%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０歳代

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

外国人に対する差別意識をもたないようにする

日本語や日本文化の多様性を日本人が自ら知る努力をする

日本語や日本文化を外国人に学んでもらうようにする

日本で生活するルールを守るように外国人に呼びかける

地域住民との交流や地域の活動に外国人に参加を呼びかける

外国語の言葉や文化を学ぶ

やさしい日本語を使って、外国人にわかるようにコミュニケーション
をとる
外国人が自分の言葉や文化を守ることに理解をもつ
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人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
172 15.1% 10 15.4% 15 20.8% 27 17.8% 18 14.1% 42 13.7% 54 14.0% 6 20.7% 0 0.0%
138 12.1% 7 10.8% 13 18.1% 17 11.2% 15 11.7% 39 12.7% 45 11.7% 2 6.9% 0 0.0%
110 9.7% 5 7.7% 7 9.7% 12 7.9% 14 10.9% 31 10.1% 38 9.8% 3 10.3% 0 0.0%
100 8.8% 7 10.8% 6 8.3% 16 10.5% 14 10.9% 28 9.1% 27 7.0% 2 6.9% 0 0.0%
79 6.9% 7 10.8% 4 5.6% 8 5.3% 12 9.4% 21 6.8% 27 7.0% 0 0.0% 0 0.0%

133 11.7% 8 12.3% 5 6.9% 20 13.2% 17 13.3% 29 9.4% 50 13.0% 4 13.8% 0 0.0%
85 7.5% 8 12.3% 2 2.8% 15 9.9% 3 2.3% 23 7.5% 31 8.0% 3 10.3% 0 0.0%
92 8.1% 3 4.6% 4 5.6% 9 5.9% 8 6.3% 27 8.8% 38 9.8% 3 10.3% 0 0.0%
13 1.1% 1 1.5% 1 1.4% 0 0.0% 0 0.0% 4 1.3% 7 1.8% 0 0.0% 0 0.0%
69 6.1% 3 4.6% 4 5.6% 9 5.9% 10 7.8% 17 5.5% 24 6.2% 2 6.9% 0 0.0%
47 4.1% 4 6.2% 3 4.2% 5 3.3% 6 4.7% 15 4.9% 13 3.4% 1 3.4% 0 0.0%
84 7.4% 2 3.1% 7 9.7% 11 7.2% 10 7.8% 29 9.4% 23 6.0% 2 6.9% 0 0.0%
17 1.5% 0 0.0% 1 1.4% 3 2.0% 1 0.8% 2 0.7% 9 2.3% 1 3.4% 0 0.0%

1,139 100.0% 65 100.0% 72 100.0% 152 100.0% 128 100.0% 307 100.0% 386 100.0% 29 100.0% 0 0.0%
回答者数（合計－無回答） 1122 65 71 149 127 305 377 28 0

（８）日本人と外国人がともにくらしやすい社会にしていくために、行政はどのような取り組みに力を入れるべきだと思いますか。あてはまるものすべて
を選んでください。

○すべての世代で「行政サービス情報を多言語で表記する」と回答する割合が最も高くなっている。

総計 １０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳代 無回答

行政サービス情報を多言語で表記する

緊急時に防災情報を多言語で放送する

労働相談や生活相談をしやすいように多言語の通訳をつける

医療通訳を充実させる
無料の日本語教室を開く
外国人の子どもに対する教育を充実させる

日本人と外国人の交流の場を設ける

生活相談などに対して丁寧に対応する窓口を設ける

公営住宅を充実させる
企業に対して労働規約の遵守などを指導する

職業訓練を受けやすいようにカリキュラムを工夫する

外国人に対して差別がなくなるように外国文化などを理解する機会を設ける

無回答
合計

選択項目

15.4%

20.8%

17.8%

14.1%

13.7%

14.0%

20.7%

10.8%

18.1%

11.2%

11.7%

12.7%

11.7%

6.9%

7.7%

9.7%

7.9%

10.9%

10.1%

9.8%

10.3%

10.8%

8.3%

10.5%

10.9%

9.1%

7.0%

6.9%

10.8%

5.6%

5.3%

9.4%

6.8%

7.0%

0.0%

12.3%

6.9%

13.2%

13.3%

9.4%

13.0%

13.8%

12.3%

2.8%

9.9%

2.3%

7.5%

8.0%

10.3%

4.6%

5.6%

5.9%

6.3%

8.8%

9.8%

10.3%

1.5%

1.4%

0.0%

0.0%

1.3%

1.8%

0.0%

4.6%

5.6%

5.9%

7.8%

5.5%

6.2%

6.9%

6.2%

4.2%

3.3%

4.7%

4.9%

3.4%

3.4%

3.1%

9.7%

7.2%

7.8%

9.4%

6.0%

6.9%

0.0%

1.4%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０歳代

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

行政サービス情報を多言語で表記する

緊急時に防災情報を多言語で放送する

労働相談や生活相談をしやすいように多言語の通訳をつける

医療通訳を充実させる

無料の日本語教室を開く

外国人の子どもに対する教育を充実させる

日本人と外国人の交流の場を設ける

生活相談などに対して丁寧に対応する窓口を設ける

公営住宅を充実させる

企業に対して労働規約の遵守などを指導する

職業訓練を受けやすいようにカリキュラムを工夫する

外国人に対して差別がなくなるように外国文化などを理解する機
会を設ける
無回答
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（９）多文化共生に対する　ご意見、ご要望

差別偏見はNGだが郷に入ったら郷に従ってもらうのも必要。お互いの理解を深める必要はあるが、あえて立入らない。干渉しない余裕ももちたい。

郷に入っては郷に従え　多文化の方が権利ばかり主張するようではダメ。

外国人に対し、日本文化、キシツ、マナーは受け入れる際教育は必要と思う。外国人が日本に住み「なじむ」は時間がかかるが、受け入れ側はしっかりしていれば受
け入れはOKと考えている。

外国人を差別する考えはありません。しかし、ゴミの出し方などルールを守らない、知らない、夜遅くまで騒ぐ等、迷惑している事はたくさんあります。一部の人々だと
は思いますが転入時にルールの講習会を開く等、行政の方でご指導頂けたらありがたいです。

菊川市にも外国人と交流したり、言語を学べる施設が欲しい。

言葉の壁がどうしても有り、こちらの伝えたい事が伝わら無いし、相手の言葉もこちらに伝わら無いと思います。でも日本に来て働いてくれたり、永住を決めた人達は
ある程度、日本語の勉強をしてある程度理解していると思いますので、丁寧に説明すればこちらの伝えたい事が分かって貰えると思います。私も、今インドネシアか
ら働きに来ている人が二人いて、一緒に働いていますが、ほとんどの言葉は理解してくれて、何の問題も有りません。分からなかった事があれば、分かる様に説明し
ています。時間は掛かりますが、日本の文化しきたり等、理解して貰える様に上手く付き合って行けたら良いと思います。

外国人と日本人、お互いの国の文化、習慣、考え方をリスペクトし合って、互いに大切に思い合って暮らす事が基本となると思います。そこに友情と信頼が根付くの
が良い関係を築けると思います。

外国人学校のスクールバスを時々みかけるがスピードをけっこう出して走行しているように見られる。こわいなあ、と思う時がある。

・日本で生活するのだから、外国人に日本文化を学んでもらう。
・外国の文化を取り入れる必要は無い。
・日本人の犯罪も多いが、日本での外国人の犯罪がさらに多い。
・日本人と外国人が仕事以外での接点が少ないので交流できる機会を作るべきだ！

・外国人の受入は慎重に行って下さい。前科持ちか反日か等々、審査は綿密に。日本人、善良な外国人が被害に遭ってからでは遅い。
・日本に住む外国人の生活を考えることも良いですが、ここは日本です。日本人ファーストでお願いします。完全、絶対な多文化共生は無理なので。
・メガソーラー、ソーラーパネルはいらない。
・問37で外国人側の問がないのがおかしい。何故、日本人側が店側で外国人が客人側なのか。「外国人は何をするべきだと思いますか」がない。

日本人も外国人も同じだけど
・やってはいけない事をしっかり認識してもらう
・月一回日本のしきたり交通ルールとか地域での付き合い方（ごみだし）
とかを教える講座を開いたらどうでしょうか？

言葉、文化、習慣、宗教、生活をする中でのトラブルを行政がどこまで（地域サポート体制等）本気になって向き合っていくか。人種、多国籍になればなるほど、言
葉、文化習慣等が異なるので行政が問題点をどこまでまとめ上げていく事が出来るのか？
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AIを活用する。コミュニケーション不足。日本人の温かさをもっと知ってもらえるような企画が必要。

質問が多すぎる。フィードバックがない。

ただただ外国人を入れるのではなく、日本の文化を教え日本語を教える必要がある。そのうえで相手国の文化、言語を学んでいく。
外国文化を大量に輸入すると日本文化がなくなっていく。すべて対応するのではなく、秩序ある共生が必要である。

互いの文化、習慣への理解。地域のルール厳守の徹底した教育。

行きすぎた多文化共生はやめた方がいいと思う。
他県ではイスラムのための礼拝堂をたてたり、少数の宗教の関係で給食に豚肉が出なくなったりしていると聞いたことがあるのでやめてほしい。
日本に来るなら自国の文化より日本の文化を優先してほしい。大企業が安い労働力がほしいのはわかるが犠牲になる外国人労働者がかわいそうだと思う。
移民をバンバン受け入れようとしているならトラブルが起きる前例が欧州で起きているので考え直した方がいいと思う。

外国人・日本人・障がい者・健常者などと区別をしない世の中になってほしいと思います。

やり過ぎない様、お願いします。

まずは外国の方が日本の文化・マナーを理解した上で暮らしていただけるよう政度を充実してほしいです。

外国人が日本に入って来ており非常に危機感を感じております。外国人が増える事で治安の悪化、日本文化が失われる事が予想されます。ヨーロッパでは多くの移
民を受け入れた事により上記のような問題が多発していると聞いております。労働のために移民を受け入れる事はやめていただきたいです。
日本の文化が好きで日本の生活に合わせようと努力している外国人のサポートはしてあげたいと思います。

昔、東京に住んでいた時にプライベートで外国人に声をかけたれたり、道を聞かれることが何回かあった。日本在住が長く日本語が流ちょうの方もいれば、片言で日
本語で話してくることがあり、自分としても英語はそれほど流ちょうではないが、片言の英語（単語をつなげたくらいの英語）でも十分通じる経験は多かったので、外
国の方と関わる事に関してはそれほど怖い思いはした事はなし。異国から来た方は日本に溶けこもうと努力はしているはずなので、日本の方も異国から来た人との
理解を深める必要はあると思う。

菊川市には外国人と言われる方々はたくさんいますが…日本人との接点が少ないと思います。→（地域差もあり）
がんばってる留学生君たちが毎朝自転車で通ってる姿（雨の日はカッパ冬は寒い中チャリこいで…）には心の中で応援しています。

外国人が増える中で、文化や言葉の違いによるすれ違いがあります。しかし、それを理由に距離を置いては、お互いに理解し合えないと思います。なので、日本度
学習や多言語での情報提供、困った時に相談できる場づくりなど、誰もが仲良く暮らせる環境を整えることが必要だと感じています。又、日本人と外国人が自然に交
流できる機会が増えれば、差別や偏見が減っていくと思います。

日本に住んで働いているのなら日本のマナーやルールを守って欲しい。
私は言葉がわからない、知らないじゃなく、こっちが歩み寄ってるのにガードされては何も変わらない。

日本人と外国人の交流の場は必要だと思う。でも外国人による日本文化の破壊は厳守すべきだと思う。
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個人病院にいったT期に外国の方がきて、窓口でこまっている姿をみることがあります。外国の方も安心して病院にかかれるようになればと思っています。

イスラム系住民（不法移民？）の土葬許可要求が、問題化している自治体が有ると聞いている。土葬許可は自治体判断にゆだねられている様であり、静岡県内でも
許可された地域があるらしい。少数の外来者意見により、日本の決まり事を変える事は良くない。菊川市としては土葬許可をすべきではない。

外国人が普通に生活出来るような社会づくり。住み始めたら日本の文化やルールを活用する機会を設けて、それから生活を開始する様に、安心して暮らせる様にし
て下さい。

郷に入れば郷に従え。

日本に来たのだから、日本の生活（ルールやマナー）に従うべきだと思う。
（夜遅くまで騒いでいたり、マナーを守らない人を度々見かける。）

外国人の方が日本での生活で心配な事など少しでも話やすくするための地域での環境作りができたらいいなと思います。

小中学校教育で英語の授業があると思うが卒業したら英会話が出来るようになって欲しい。

菊川市は県内で外国人比率がNo1のため治安の悪化や、ごみ処分問題を心配しています。

日本人・外国人共にグローバル目線で見て、常識・非常識な人はいます。偏見を持たないようにしたいです。みんな、人間ですから。　

人種差別は良くない。
日本にいるのなら日本の文化・ルールを守るのが普通。日本人が海外に行けば、その国の文化とルールで生活している。日本の文化は通用しないと思います。
日本人が英語を話せればよいと思います。今の世代で、世界と交流できるように、英会話教育が進んでいけばいいですね。外国人（アジア・南米系）も英語の方が分
かりやすいのかな？

アンケートの内容がよくわからない。年齢の幅が広すぎる。旧菊川町が恵まれすぎている。差をなくして欲しい。しっかり意見を聞いて欲しい。

外国人を簡単に受け入れるべきではない。

日本人が比較的嫌がること（例えば公共の場で大勢で集まって大声で喋るなどの行為）を外国人に教える。

男女差別どうにかして欲しいです。外国の人にもっと日本の事を教えて欲しいです。

共生はお互いの文化、言葉、習慣を理解する事から始める。これからの時代は多様性。今までとは違って当り前。学ぶ精神、受け入れる環境も必要。機会があれば
色々と学べればと思います。

最近、他人に迷惑をかけても平気な年寄がふえていると思う。野やき平気、変な事を言いだす年寄。今まで、職場に行ってた人間が急に仕事がなくなるとおかしな事
を言いだす老人。人間として必要なのは、他人に迷惑かけたら、謝罪する。この事ができない。頻繁に野焼きする人、他人に迷惑かけたら謝罪してもらいたい。自治
会の中にも変な老人いますよ。困ってますよ。老人だけではないけどね。行政も他人に迷惑かけたら謝罪するよう指導してください。

みなさんで良い市にしましょう。
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37のルールの呼びかけではなく、取り締まる（捕まえる）ことが必須。ルールはどこの国にもあるが、思いやりは日本を含めた一部の異常な国にしかなく、今の低い
経済レベルである日本に移住を考えるであろう国に思いやりという考えはない。
多言語化は一見素晴らしく感じるが、日本人が日本語失う原因になりうると考える。世界的には英語の使用が主であるため、言語表記は日本語と英語で行うべきで
あり、それ以上はスマートフォンやイヤフォンの翻訳機能を使うべき。

LGBTQに関して、LGBTQに対して悩んでいる当人たちでグループをつくり、そこで交流して悩みを緩和させるのはとてもいいと思うが、「LGBTQで悩んでいる人もい
る！受け入れろ！」というポスターをつくったとして、それは多様性の押しつけでそれこそ多文化「共生」にはならない。LGBTQを知った上で受け入れないというのも
多様性だから無理な促進はするべきではないと思う。

海外の人を差別しない菊川市になってもらいたい。

たとえば　外国資本・外国人による土地買収・リサイクル業者などに対して違法行為があったら強制力のある差止め停止がすみやかにできるように法整備が必要。

今、日本は、外国人労働力を必要としている。いい日本人もいれば、悪い日本人もいる。又、その反対もいる（外国人の）外観にとらわれず、人間として人を観る事が
大事である、と考える。

多文化共生は有り得ない。日本の文化、習慣、生活に外国人が解け込むことが望ましい。

日本に来たのだから外国人が努力するべきで日本人が努力をしてまで迎え入れる価値はない

様々な文化に触れることが少ない状況で生活してきた日本人です。インバウンドの旅行者によって感じるストレス等は相当数あると思います。

反対。

私は、高校の後輩であり、友達の中国人の女の子がいる。
今年その子と知り合ってから、改めて国の言語や文化の違いが面白いと思った。また、自分の国のことを教えていくうちに、普段考えないようなことを意識して見た
り、考えるようになった。私は、外国人と関わることは、その国のことを知ることはもちろん、自分の国のことも考える機会になり、自分の考えの幅が広がると思う。
これからも積極的に関わりたい。

まずは日本での生活ルールを学んでもらいたい。それができないのなら日本での生活はできないようにする。

多文化共生の旗印の元、外国人への支援を厚くして日本人への支援が薄くなることがないよう費用対効果は考えてほしい。

菊川市に移住して、田舎ながら外国人の多さに驚きました。保育園や小学校でも外国籍のお友達ができました。ただ、親御さんとのコミュニケーションの取り方が分
からず、親同士も仲良くなりたい気持ちはあってもなかなか行動には移せません。小学校のPTA役員決めの説明にも苦慮していて、親御さんが日本語がほとんど喋
れない家庭だと「あそこは外国人の家だから役もつけれない」と差別というか区別され、距離は縮まらないままです。
先日、児童の発表に対して保護者がカードに感想を書く、という小学校の参観会がありました。外国人の保護者の方から英語のメッセージのカードをもらった息子は
大変喜んでいました。外国人の親御さんにも何か出来ることはないかな、と探し考えている最中です。
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日本人は外国に行くとなったら外国の言葉や文化を理解するように努めますが、海外の方は日本に来ても日本の言葉や文化を積極的に理解しようとはしてない感じ
がします。気質の問題があると思いますが、日本で生活する方には、日本の言葉、文化だけでなく、日本の道徳的なものの捉え方や考え方まで教育する機会が必
要だと思います。

外国人の方々が日本語のみではなく、日本史やルールも楽しく学べる場を設ける必要があると思います。

難しい問題だが、在日外国人が自分たちのコミュニティだけで生きようとする問題がかなりある。日本人が排除しようとする問題を是正する事も必要だが、外国人自
身に対応しようとする姿勢教育も必要。

交流会などがあるといい。お互いの言葉（あいさつ）を勉強しあうとか料理を紹介しあうとかあると楽しいと思う。

治安、風紀の乱れしか感じないため推奨できない。

日本人側も理解が必要だが、外国人側が他国に訪ねている形であるため、理解とその国の文化や慣習に従うよう努力すべきである。またこれは日本人が外国に行
く場合も同じであると考える。訪ねた国に対しての尊敬の気持ちが大事だと思う。
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